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東日本大震災で被災された方々に対し 

心よりお見舞い申し上げます 

                     内灘町消防団 一同 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内灘町からの救援物資搬送状況 

被 災 地 の 状 況 

 

平
成
２３
年
３
月
１１
日
（
金
）
１４
時
４６
分

頃
、
東
北
地
方
の
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９．０
の
我
が
国
観
測
史
上
最

大
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

地
震
に
よ
る
被
害
者
は
死
者
一
五
，
三
一

〇
人
、
行
方
不
明
者
八
，
四
〇
四
人
（
平
成
２３

年
６
月
１
日
現
在
）
と
な
り
、
平
成
７
年
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
２
倍
近
く

の
被
害
者
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
大
震
災
の
特
徴
と
し
て
、
建
物
の

３
階
に
ま
で
届
く
高
い
津
波
が
広
範
囲
に
襲

来
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
加
え
て
福
島
県
の
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
爆
発
事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
漏

洩
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
発
生
し
、
又
、
関

東
地
方
で
は
今
夏
、
原
発
事
故
に
伴
う
電
気

供
給
の
不
足
で
計
画
停
電
と
な
る
恐
れ
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

内
灘
町
消
防
団
と
し
て
は
、
河
北
郡
市
消

防
団
連
合
会
を
通
じ
て
被
災
地
に
対
し
て
義

援
金
を
送
り
ま
し
た
。 

被
災
さ
れ
た
消
防
団
員
を
始
め
と
す
る
各

関
係
機
関
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
に
心
よ

り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
一
日
で
も
早

い
復
興
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
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項 目 回 数 人 数   項 目 回 数 人 数 

火災出動 ２ ９３   会議 １０ ４７ 

警戒・巡回 １６ １９５   講習会・研修会 ５ ４５ 

火災防ぎょ訓練・防災訓練等 １４ ４０１   消防車点検 １５ ８９ 

水利調査 ４ ６８   その他 ２ ５６ 

操法訓練 ７８ ２，７７１   合 計 １４８ ３，７６５ 

河
北
郡
市
消
防
団
連
合
訓
練 

平
成
２２
年
６
月
２０
日
（
日
） 

 

河
北
潟
野
菜
集
出
荷
場 

第
５８
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会 

 

平
成
２２
年
７
月
２４
日
（
土
） 

 

石
川
県
消
防
学
校 

町
民
夏
祭
り
に
伴
う
花
火
警
戒 

 

平
成
２２
年
７
月
２４
日
（
土
） 

 

内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

内
灘
町
震
災
訓
練 

 

平
成
２２
年
８
月
２９
日
（
日
） 

 

大
根
布
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練 

 

平
成
２２
年
１１
月
７
日
（
日
） 

 

千
鳥
台
公
民
館 

内
灘
町
・
河
北
郡
市
消
防
団
出
初
式 

 

平
成
２３
年
１
月
４
日
（
火
） 

 

内
灘
町
文
化
会
館
・
か
ほ
く
市 

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練 

 

平
成
23
年
３
月
２０
日
（
日
） 

 

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館 

そ
の
他 

 

会
議
、
警
戒
、
教
育
訓
練
、
各
地
区
防
災
訓
練
、

消
防
団
員
互
助
会
行
事
等 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！ 

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
一
般
住

宅
の
寝
室
等
に
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
６

割
は
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ

り
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

て
死
者
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
火
災
を
早
期
に
発

見
す
る
為
に
も
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命

を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

設
置
に
際
し
て
は
、
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
に
適
合
し
た
も
の

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

日本消防検定協会鑑定証 



  
  

・
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
・
精
績
章 

○
月
野 

秀
人 

（
消
防
団 

副
団
長
） 

・
石
川
県
知
事
・
永
年
勤
続
功
労
章 

（
勤
続
１
５
年
以
上
） 

○
中
居 

範
康 

（
第
四
分
団 

部 
 

長 

） 

○
狭
間 

一
也 

（
第
一
分
団 

班 
 

長 

） 

○
和
泉 

 

整 

（
第
四
分
団 

班 
 

長 

） 

○
上
野 

征
和 

（
第
一
分
団 

団 
 

員 

） 

○
喜
多 

一
彰 

（
第
一
分
団 

団 
 

員 

） 

・
石
川
県
消
防
協
会
長 

竿
頭
綬 
 

（
優
良
消
防
団 

） 

○
内
灘
町
消
防
団 

第
二
分
団 

・
石
川
県
消
防
協
会
長
・
功
績
章 

  

（
優
良
消
防
団
員
） 

○
中
居 

範
康 

（
第
四
分
団 

部 
 

長 

） 

・
石
川
県
消
防
協
会
長
・
勤
続
功
労
章
（
勤
続
１
０
年
以
上
） 

○
清
水 

大
介 

（
第
二
分
団 

団 
 

員 

） 

○
中
居 

 

稔 

（
第
四
分
団 

団 
 

員 

） 

・
河
北
郡
市
消
防
団
連
合
会
長
・
勤
続
功
労
章 

(

勤
続
７
年
以
上
） 

○
池
田 

一
也 

（
第
二
分
団 

班 
 

長
） 

○
浜
本 

春
樹 

（
第
二
分
団 

団 
 

員 

） 
○
吹
上 

 

摂 

（
第
二
分
団 

団 
 

員 

） 
○
中
居 

三
彰 

（
第
四
分
団 

団 
 

員 

） 

・
内
灘
町
長
・
功
労
章 

（
勤
続
５
年
以
上
） 

○
根
来 
昌
宏 

（
第
一
分
団 

団 
 

員 

） 

○
島
野 

祐
也 
（
第
一
分
団 

団 
 

員 

） 

○
松
田 

圭
介 
（
第
二
分
団 

団 
 

員 

） 

・
内
灘
町
消
防
団
長
・
功
労
章
（
勤
続
３
年
以
上
） 

○
中
川 

達
裕 

（
第
二
分
団 

団 
 

員 

） 

○
高
田 

祐
輝 

（
第
三
分
団 
団 

 

員 

） 

○
上
野 

翔
平 

（
第
三
分
団 

団 
 

員 

） 

○
中
居 

万
徳 

（
第
四
分
団 

団 
 

員 

） 

・
退
団
者
表
彰 

○
宮
本 

利
光
（
元
第
三
分
団 

分

団

長 

） 

○
中
村 

雄
造
（
元
第
四
分
団 

副
分
団
長 

） 
 

○
中
村 

 

元
（
元
第
四
分
団 

部 
 

長 

） 

○
菅
上 

 

守
（
元
第
一
分
団 

班 
 

長 

） 

○
小
谷 

 

誠
（
元
第
二
分
団 

班 
 

長 

） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎
第
六
十
三
回
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会 

定
例
表
彰
授
与 

 

 

月
野
秀
人
副
団
長
が
、
消
防
業
務
に
関
す
る
長

年
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
定
例
表
彰
に
て
精
績
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

内灘町消防団分団状況（単位：人、歳、地区、世帯）   平成２３年３月３１日現在 

分 団 団員数 平均年齢 対象区 対象世帯数 

本  部 ３ ５０．６   

第１分団 ２４ ３８．３ 
向粟崎、向陽台、緑台、千鳥台 

旭ヶ丘、アカシア 他 
４，２２５ 

第２分団 ２５ ３４．８ 
大根布、鶴ヶ丘、大清台、大学 

ハマナス 他 
４，７２９ 

第３分団 ２０ ３５．０ 西荒屋、室、湖西 他 ５４４ 

第４分団 １７ ３４．３ 宮坂、白帆台 他 ６０４ 

合計（平均） ８９ ３８．６  １０，１０２ 

 

1 3
8

8

10

16
20

23

建設業 製造業

サービス業 電気・ガス・水道業

運輸・通信業 卸売・小売・飲食業

魚業 その他

 

内
灘
町
消
防
団 

職
業
形
態
（
単
位
／
人
） 

写真：内灘町消防本部事務所にて撮影 


